
No.242

人と技 　 海
み
土
ど
里
り
　 織りな す 　 快 適 な ま ち

3
2 0 2 5

特集　Special feature

「越前 蟹と水仙の文学コンクール」入賞者・大賞作品… …………… 2 〜 3
地域に育まれた 小学校に幕 ありがとう……………………………… 22 〜 23

古き良き　ひな人形



優
秀
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

久　
保　
海　
奈

奨
励
賞

三
豊
中
学
校	

三
年	

原　
　
　
瑞　
葵

佳
作朝

日
中
学
校	

一
年	

原　
　
　
美　
乃

朝
日
中
学
校	

一
年	

月　
田　
百　
香

三
豊
中
学
校	

三
年	

佐　
伯　
音　
々

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

佳
作開

智
中
学・高
等
学
校	

四
年	

今　
道　
楊　
子

福
井
商
業
高
等
学
校	

一
年	

葊　
部　
　
　
愛

優
秀
賞

宮
崎
中
学
校	

二
年		

山　
内　
颯　
大

奨
励
賞

宮
崎
中
学
校	

三
年	

武　
田　
和　
心

佳
作武

生
第
五
中
学
校	

三
年	

棗　
　
　
隆　
人

宮
崎
中
学
校	

二
年	

坂　
　
　
　
　
葵

朝
日
中
学
校	

一
年	

宇　
野　
心　
音

俳
句
部
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（
高
校
生
の
部
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大
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港
橘
高
等
学
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三
年	

岡　
本　
　
　
樹

「
現
代
に
生
き
る
恐
竜
越
前
蟹
」

優
秀
賞

丹
生
高
等
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二
年	
北　
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将

奨
励
賞

武
生
高
等
学
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一
年	
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由　
輝

佳
作神

港
橘
高
等
学
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三
年	

武　
田　
恵　
菜

丹
生
高
等
学
校	

一
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羽　
部　
ひ
よ
り

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

福　
嶋　
泰　
斗

　
令
和
6
年
度	
越
前	

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、詩
部
門
に
３
７
６
編
、俳
句

部
門
に
３
，６
２
４
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、両

部
門
の
52
名
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞織田

小
学
校	

五
年	

山　
塙　
大　
翔

「
す
い
せ
ん
は
未
来
の
ほ
う
へ
む
く
花
だ
」

優
秀
賞

朝
日
小
学
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一
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花　
音

奨
励
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織
田
小
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四
年	
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津　
莉　
子

佳
作朝

日
小
学
校	

二
年	

佐
々
木　
七　
彩

朝
日
小
学
校	

四
年	

笠　
原　
彩　
加

朝
日
小
学
校	

六
年	

森　
谷　
　
　
莉

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞織

田
中
学
校	

一
年	

久　
守　
瑠　
唯

「
水
仙
は
怒
り
を
し
ず
め
る
花
な
ん
だ
」

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
鯖
江
市	

	

塚　
﨑　
広　
美

「
蟹
漁
に
交
じ
る
異
国
語
出
港
す
」

優
秀
賞

栃
木
県
宇
都
宮
市	

	

亀　
田　
勝　
則

奨
励
賞

島
根
県
安
来
市	

	

角　
森　
玲　
子

佳
作福

井
県
敦
賀
市	

	

大
和
田　
康　
夫

福
岡
県
川
崎
町	

	

千　
葉　
れ
い
か

福
井
県
越
前
市	

	

尾　
崎　
ひ
と
み

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
小
学
校	

二
年	

月　
田　
颯　
介

「
ぼ
く
と
水
せ
ん
」

ぼ
く
は
さ
む
が
り
だ

水
せ
ん
は
さ
む
さ
に
つ
よ
い

ぼ
く
は
さ
む
い
と
せ
な
か
が
丸
く
な
る

水
せ
ん
は
ぴ
ー
ん
と
な
る

ぼ
く
は
黒
い
ふ
く
が
す
き

水
せ
ん
は
ま
っ
白
だ

で
も
水
せ
ん
も
ぼ
く
も

よ
く
わ
ら
う

優
秀
賞

織
田
小
学
校	

一
年	

坂　
下　
詞　
音

奨
励
賞

朝
日
小
学
校	

五
年	

伊　
藤　
悠　
成

佳
作四

ヶ
浦
小
学
校	

二
年	

倉　
﨑　
海　
燈

四
ヶ
浦
小
学
校	

二
年	

須　
磨　
未　
來

城
崎
小
学
校	

三
年	

西
ケ
花　
碧　
海

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
中
学
校	

二
年	

池　
田　
光　
音

「
冬
の
訪
れ
」

冬
だ
。冬
だ
。冬
が
来
る
。

吐
い
た
息
が
白
く
な
る

手
も
悴
ん
で
赤
く
な
る

じ
い
ち
ゃ
ん
が
植
え
た
水
仙

ま
だ
ま
だ
か
わ
い
い
蕾
の
ま
ま

で
も
、も
う
少
し
、そ
の
ま
ま
で

冬
だ
。冬
だ
。冬
が
来
る
。

冬
だ
。冬
だ
。冬
が
来
た
。

真
っ
白
に
染
ま
っ
て
冬
化
粧

ど
の
家
も
み
ん
な
雪
化
粧

じ
い
ち
ゃ
ん
が
植
え
た
球
根
が

雪
を
掻
き
分
け
今
、咲
き
ほ
こ
る

そ
し
て
、

ま
た
来
年
も
そ
の
花
を
咲
か
す

冬
だ
。冬
だ
。冬
が
来
た
。

詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞三

重
県
川
越
町	

	

森　
　
　
久
美
子

「
い
の
り
」

海
岸
の
大
岩
に

太
陽
が
隠
れ
る
ま
で

赤
く
染
ま
る
空
を

私
と
見
て
い
た

空
と
海
の
境
が

な
く
な
っ
た
深
い
夜

白
く
瞬
く
漁
火
を

私
と
数
え
た

雪
の
残
る

張
り
つ
め
た
空
気
の
朝

満
開
の
す
い
せ
ん
畑
を

私
と
歩
い
た

今青
白
く
滲
ん
だ

水
平
線
に
現
れ
た

光
芒
を

時
を
忘
れ
て

見
つ
め
て
い
る

少
し
強
く
な
っ
た

私
と

こ
の
空
の
ど
こ
か
か
ら

一
緒
に

き
っ
と

入
賞
者
・
大
賞
作
品
テーマ
いのり

「
越
前

」
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優
秀
賞

京
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五
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句
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丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
金
子
七
海
選

手
は
、
2
月
23
日
～
3
月
2
日
に
チ
リ
の
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
で
開
か
れ
る
、
第
3
回
Ｆ
Ｉ
Ｈ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日

本
代
表
「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
選
考
合
宿
に
参
加

し
た
日
本
人
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
約
50
人
の
中

か
ら
18
人
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
現
役
高
校
生

が
選
ば
れ
る
の
は
、約
15
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　
金
子
選
手
は
「
世
界
の
良
い
プ
レ
ー
を
吸
収

し
て
、も
っ
と
強
く
な
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
大
会
に
臨
み
ま
す
。

　
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
、
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
の

勝
利
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

○
金
子
七
海
選
手
の
紹
介

　

丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
主
将
と
し
て
、

全
国
高
校
総
体
と
全
国
高
校
選
抜
大
会
の
2

大
会
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
今
後
、

２
０
２
８
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
で
の
代
表
選

出
と
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
注
目
選
手
で
す
。

ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本
代
表「
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
」
選
出

▲さくらジャパンのユニフォーム姿の金子七海選手

　

1
月
12
日
、
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
市
民
館

で
、「
オ
ル
ガ
ン
」「
Ｖ
ド
ラ
ム
」「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
の
3
つ
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
な
る
全
国
大
会

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」

が
開
か
れ
、
町
内
の
音
楽
教
室
に
所
属
す
る
電

子
ド
ラ
ム
グ
ル
ー
プ
「Jam

m
y

×Jam
m
y

」

か
ら
宮
原
陸
さ
ん
（
萩
野
小
学
校
4
年
）
と

片
山
大
夢
さ
ん
（
宮
崎
小
学
校
３
年
）
の
ド

ラ
ム
ユ
ニ
ッ
ト
が
出
場
し
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ス

テ
ー
ジ
Ａ
部
門
（
小
学
生
以
下
の
部
）
で
見
事

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

の
お
客
様
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ	

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
視

聴
者
の
投
票
に
よ
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
も
獲

得
し
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

▲グランプリを受賞した宮原陸さん（右）と片山大夢さん（左）

　

1
月
6
日
、
福

井
春
山
合
同
庁
舎

で
第
74
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
町
か
ら
は
3

人
が
入
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
日
頃
の

家
庭
生
活
や
学
校

生
活
で
体
験
し
た

こ
と
を
も
と
に
、

犯
罪
や
非
行
の
な

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

県
推
進
委
員
会
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

▲表彰されたみなさん

　
町
内
の
小
中
学
校
が
、
自
ら
の
地
域
を
探
究

し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
ふ
る
さ
と
Ｃ

Ｍ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
は
、
県
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
福
井
Ｃ
Ｍ

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
品
さ
れ
、
惜
し
く
も
入
賞

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
写
真
映
え
ス
ポ
ッ

ト
の
紹
介
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
町
の

魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
詰
め
込
ん
だ
作
品
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
作
品
は
、
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
内
の
魅
力
を
つ
め
こ
ん
だ

「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
」を
作
成
し
ま
し
た

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
す
る
こ
と
で
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞　
福
井
県
保
護
司
会
連
合
会
長
賞

　
高
野
　
真
菜
美
さ
ん
（
朝
日
小
6
年
）

優
秀
賞　
福
井
県
更
生
保
護
事
業
協
会
理
事
長
賞

　
川
上
　
　
結
さ
ん
　
　（
越
前
中
2
年
）

優
秀
賞　
福
井
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

　
山
田
　
　
葵
さ
ん
　
　（
宮
崎
中
2
年
）

▲ CM の１シーン（越前中学校）

▲朝日小学校HP▲常磐小学校HP▲越前中学校HP

　
人
権
擁
護
委
員
を
9
年
間
務
め
ら
れ
た
、
伊

部
孝
幸
さ
ん
（
細
野
）
と
武
田
淳
子
さ
ん
（
蚊

谷
寺
）
が
1
月
1
日
付
け
で
退
任
さ
れ
、
委
員

と
し
て
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
小

中
学
生
を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ん
が
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
の
違
い
を

認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
任
と
し
て
小
辻󠄀
洋
三
さ
ん
（
織
田
）

と
井
上
佳
津
代
さ
ん
（
八
田
）
が
、
法
務
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
1
月

1
日
よ
り
3
年
間
と
な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲伊部孝幸さん（中央左）、武田淳子さん（中央右）

▲河上明博さん（右）

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
戦
傷
病
者
、

戦
没
者
遺
族
、
引
揚
者
な
ど
の
援
護
事
業
に
携
わ

り
、
功
績
が
顕
著
な
人
に
対
し
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
町
で
は
、
河
上
明
博
さ
ん
（
三
崎

区
）
が
表
彰
さ
れ
、
1
月
28
日
に
は
青
柳
町
長

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
上
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
に
旧
織
田
町
遺
族
会

青
年
部
を
設
立
し
、
平
成
7
年
に
解
散
と
な
る
ま

で
青
年
部
長
を
務
め
ま
し
た
。
合
併
後
は
、
織
田

地
区
遺
族
会
の
副
会
長
・
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在

は
越
前
町
遺
族
連
合
会
の
会
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
井
県
遺
族
連
合
会
で
は
副
会
長
や

理
事
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
援
護
事
業
に
貢
献

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
河
上
さ
ん
は
、「
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

み
な
さ
ん
に
哀
悼
を
捧
げ
、
今
後
と
も
英
霊
顕

彰
に
努
め
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

援
護
事
業
功
労
者　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
１
月
31
日
か
ら
3
日
間
、
み
や
ま
市
の
児
童

14
人
が
、
昨
年
秋
に
同
市
を
訪
問
し
た
児
童
と

の
交
流
の
た
め
、
越
前
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
30
回
目
と
な
る
交
流
事
業
で
は
、
陶

芸
村
で
の
越
前
焼
絵
付
け
体
験
や
越
前
が
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学
、
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
で

の
太
鼓
体
験
、交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た「
幸

若
舞
」
を
織
田
文
化
歴
史
館
や
劔
神
社
で
学
習

す
る
な
ど
、
町
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
体
験
で
の
交
流
試
合
も

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
ほ
か
、
オ
タ
イ
コ
・
ヒ

ル
ズ
で
合
同
宿
泊
し
た
こ
と
も
両
市
町
の
児
童

に
と
っ
て
さ
ら
に
友
好
を
深
め
る
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

み
や
ま
市
と
越
前
町
の
児
童
が
交
流
し
ま
し
た

▲3日間の交流で友好を深めた両市町の児童のみなさん

　
町
商
工
会
は
、
12
月
14
日
・
15
日
の
2
日
間
、

県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ふ
く
い
食
の
國

２
９
１
」
で
「
越
前
町
フ
ェ
ア
」
を
開
き
ま
し

た
。
銀
座
1
丁
目
と
い
う
好
立
地
で
、
期
間
中

は
約
５
，０
０
０
人
が
来
場
し
、
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
事
業
者
か
ら
は
、「
自
社
の
商
品
力
に
自

信
を
持
つ
一
方
で
、
認
知
度
が
低
く
、
消
費
者

の
関
心
を
引
く
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
本
フ
ェ
ア
を
通
し
て
、
事
業
者
自
ら
が
首
都
圏

の
消
費
者
と
直
接
接
点
を
持
つ
こ
と
で
、
今
後
の

商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
活
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

越
前
町
フ
ェ
ア
を
開
催　
首
都
圏
で
地
域
産
品
を
Ｐ
Ｒ

▲越前町フェアの様子
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えちぜんまちの話題をお届けします!



　
就
職
や
退
職
な
ど
に
よ
り
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
が
切
り
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
加

入
、
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
医
療
費
が
全
額
自
己

負
担
に
な
っ
た
り
、
保
険
税
を
二
重
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
健
康
保

険
課
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
に
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４-

８
７
１
０

国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
・
喪
失
の
手
続
き
に
つ
い
て

届
出
が
必
要
な
と
き

持
参
す
る
も
の

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き

※
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

◦
加
入
し
た
保
険
の
資
格
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の

　
（
資
格
確
認
書
ま
た
は
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど
）

◦
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
な
ど

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

社
会
保
険
を
喪
失
し
た
と
き

※
退
職
後
、
任
意
継
続
保
険
に
加
入
し
な
い
場
合
や
家

族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
入
ら
な
い
場
合

◦
健
康
保
険
等
資
格
喪
失
連
絡
票
ま
た
は
離
職
票
な
ど

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
に
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
、
使
用
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
他
人
に
譲
っ
た
り
し
た
場
合
で
も
、

3
月
31
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き

を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
車
両
登
録
上
の
持

ち
主
に
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
、
次
の
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
販
売
店
な
ど

に
手
続
き
を
依
頼
す
る
場
合
に
は
、
手
続
き
完

了
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
で
き
る
機
関

税
務
課
、
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

対
象　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以

下
）、
小
型
特
殊
自
動
車

国
土
交
通
省 

中
部
運
輸
局 

福
井
運
輸
支
局

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
５
７

対
象　

二
輪
車
（
１
２
６
～
２
５
０
ｃ
ｃ
）、

二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
１
ｃ
ｃ
以
上
）

軽
自
動
車
検
査
協
会　
福
井
事
務
所

☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
７
７
４

対
象　
軽
四
輪
自
動
車
（
６
６
０
ｃ
ｃ
以
下
）、

三
輪
車
、
二
輪
被
け
ん
引
車

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４-

８
７
０
９

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
は
3
月
31
日
ま
で

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
町
外
（
国
外
を
除
く
）
に
引
越
し
を
す
る

場
合
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
転
出
届
を
提
出
で
き
ま
す
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
役
場
へ
の
来
庁
が
原
則

不
要
に
な
り
ま
す
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
人
と
同
一
世
帯
員
で
、
一
緒

に
引
越
し
を
す
る
人
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
の
各
種
制
度
（
お
子
さ
ん
や
福

祉
に
関
す
る
制
度
、
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

小
中
学
校
、
上
下
水
道
、
町
営
住
宅
な
ど
）
を

利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
別
途
窓
口
で
の
手
続

き
が
な
い
か
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
転
出
届
を
提
出
し
た
場

合
で
も
、
必
ず
引
越
し
先
の
市
区
町
村
の
窓

口
で
転
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。（
転
入

届
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。）
転
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
失
効
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

転
出
届
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

▲デジタル庁「引越し
手続オンラインサービス」

▲マイナポータル
「引越し手続について」

　
令
和
7
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
込
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
交
通
災
害
共
済
は
、
交

通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
に
見
舞
金
が
支
払
わ
れ

る
公
的
制
度
で
す
。
も
し
も
の
場
合
に
備
え
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

共
済
期
間　
4
月
1
日
～
令
和
8
年
３
月
31
日

　
※
途
中
加
入
の
場
合
は
掛
金
納
入
の
翌
日
か
ら

共
済
掛
金　
1
人
あ
た
り
５
０
０
円
（
年
額
）

加
入
方
法　
3
月
上
旬
に
加
入
申
込
書
（
ハ
ガ

キ
）
を
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
掛
金
を
添
え
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
請
場
所

・
防
災
安
全
課
、
会
計
課

・
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

・
県
内
の
福
井
銀
行

見
舞
金
請
求
期
間

　
事
故
に
遭
っ
た
日
か
ら
2
年
以
内

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
１

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

▲詳しくはこちら

　
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗

車
券
を
交
付
し
、
利
用
時
の
初
乗
り
運
賃
を
助
成

し
ま
す
。
希
望
者
は
、
障
が
い
生
活
課
ま
た
は
各

住
民
サ
ー
ビ
ス
室
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
障
害
者
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
日
常

的
に
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
。

障
が
い
の
程
度

【
身
体
障
害
者
手
帳
】
1
級
、
2
級
（
下
肢
、

体
幹
、
視
覚
）

【
療
育
手
帳
】
Ａ
1
、
Ａ
2

【
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
】
1
級
、
2
級

申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳

交
付
枚
数

　
年
間
24
枚
を
限
度
と
し
、
年
度
途
中
で
申
請

し
た
場
合
は
、
月
割
り
し
た
枚
数
（
１
月
あ

た
り
2
枚
）

問
合
せ
先

　
障
が
い
生
活
課　
☎
３
４-

８
７
２
３

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交
付
に
つ
い
て

▲福祉タクシー乗車券

　
京
福
バ
ス
で
は
、
平
日
往
復
1
便
運
行
し
て

い
る
西
田
中
宿
堂
線
（
天
王
～
福
井
駅
）
を
令

和
８
年
3
月
31
日
ま
で
期
間
を
延
長
し
て
運

行
し
ま
す
。

　
な
お
、
西
田
中
宿
堂
線
（
天
谷
～
天
王
）
の

廃
止
に
伴
い
、
10
月
か
ら
臨
時
運
行
し
て
い
た

チ
ョ
イ
ソ
コ
え
ち
ぜ
ん
「
あ
さ
ひ
号
」
定
時
便

は
、
3
月
末
で
運
行
を
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
２

路
線
バ
ス
見
直
し
の
お
知
ら
せ

町への移住定住を促進し、地域の活性化を図るため、さまざまな方法で
町の魅力発信を続けているココクルーの今年度の活動を報告します。

活動会議 ココクルーマルシェの開催 まち歩きマップの作成

メンバーが町の話題や
旬な情報を随時発信し
ています。

フ
ォ
ロ
ー
し
て
ね
！

「ココクルー」活動報告 !
若者移住促進プロジェクトチーム

月1回程度でメンバーが役場に集
まり、活動計画や活動内容につい
て話し合っています。

10月に開いた「ココクルーマルシェ」では、
物販やワークショップなど16店が出店し、
町内初のロゲイニングを実施しました。

丹生高校連携クラスの協力を得て、ま
ち歩きマップ「どこいく？ここくる？
まち発見マップ」を作成しました。

移住・二地域居住
体験施設（ラフー
ラ）で、施設の見
学を兼ねて町の定
住事業などについ
て勉強し、意見交
換をしました。 問合せ先　定住促進課　☎34-8727

勉強会

無理なく、楽しみながら一緒に活動してくれるメンバーを随時
募集しています。活動に興味のある人は、定住促進課までお問
い合わせください！

インスタグラムでの
情報発信
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えちぜん町からのお知らせ えちぜん



福井県河川・砂防総合情報（県運営）
河川水位や雨量、河川カメラなどが確認できます。

キキクル（気象庁運営）
気象情報が確認できます。

　
令
和
7
年
度
の
町
の
農
作
業
（
稲
作
）
標
準

料
金
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
料
金
は
農

作
業
受
委
託
契
約
を
結
ぶ
際
の
目
安
で
、
料
金

表
を
参
考
に
地
形
や
圃
場
条
件
な
ど
を
踏
ま
え

て
当
事
者
同
士
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
作
業
（
稲
作
）
標
準
料
金
は
毎
年

見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
４

農
作
業
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

単位：円／ 10a
作業区分 標準料金 適　　用
耕うん 15,400 耕起1回代かき2回
田　植 8,900 苗代、肥料代は含まない。
収　穫 16,500 生産物の運搬費は含まない。

圃場条件 標準料金加算の目安
おおむね30ａ以上 標準料金適用
おおむね30ａ未満 標準料金に5～ 10％加算
おおむね20ａ未満 標準料金に10～ 20％加算
おおむね10ａ未満 標準料金に20～ 30％加算

※標準料金に消費税は含まれておりません。

対象世帯

・児童扶養手当受給者
・ひとり親家庭等医療費助成受給者（扶
養義務者が所得制限を超えている場
合は対象外）
・住民税非課税世帯

対象児童 小学校４～６年生の児童

補助額

・児童扶養手当
　全部支給相当世帯　　上限5万円
・児童扶養手当
　一部支給相当世帯　　上限2万5千円
・住民税非課税世帯

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
の
育
ち
を
支

援
す
る
た
め
に
、
習
い
事
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
11
月
～
3
月
に
支
払
っ
た
分

は
、
3
月
中
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
3
月
31
日
㈪

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
ど
も
未
来
課　

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
５

3
月
は「
ひ
と
り
親
家
庭
等
習
い
事
支
援
事
業
」の

申
請
月
で
す

▲県HPはこちら

　
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
不
妊
手
術
や
人
工

妊
娠
中
絶
な
ど
を
受
け
た
人
に
対
し
て
、
国
が

補
償
金
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

　
請
求
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
請
求
に
関
す
る

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

請
求
期
限　
令
和
12
年
1
月
16
日

問
合
せ
先　
福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
５
１-

０
０
３
４

旧
優
生
保
護
法
補
償
金
の
請
求
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
治
療
終
了
日
か
ら
7

か
月
以
内
に
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
福
井

県
特
定
不
妊
治
療
の
申
請
を
先
に
行
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
県
か
ら
額
の

決
定
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
町

へ
の
申
請
は
可
能
で
す
。

　
申
請
が
ま
だ
の
人
は
、
お
早
め
に
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

※
対
象
要
件
や
助
成
額
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
８
２
１

特
定
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
助
成
に
つ
い
て

▲町HPはこちら

　
悩
み
や
不
安
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
つ
ら
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
私
た

ち
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
専
門
の
ス
タ
ッ
フ

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

場　
　
所　
福
井
県
南
越
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
（
越
前
市
上
太
田
町
41-

５
）

相
談
員　
精
神
科
医
師
、
公
認
心
理
士
、
弁

護
士
、
依
存
症
相
談
員
、
女
性
相
談
支
援
員

※
来
所
ま
た
は
電
話
で
の
個
別
相
談

　
（
1
回
40
分
）

※
事
前
予
約
制
・
無
料

申
込
締
切　
3
月
12
日
㈬

問
合
せ
先　
福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２
２-

４
１
３
５

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会

　
越
前
の
夏
の
幕
開
け
と
な
る
「
越
前
み
な
と

大
花
火
」。
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
て
、

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数　
5
人
程
度

応
募
資
格　
越
前
町
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
で
、
企
画
会
議

（
10
回
程
度
）
や
花
火
当
日
に
参
加
で
き
る
人
。

応
募
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
3
月
31
日
㈪

応
募
・
問
合
せ
先　

　
越
前
み
な
と
大
花
火
実
行
委
員
会

　
（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
３
７-

１
５
０
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
３
７-

１
３
０
１

　

m
ail　

e-com
m
unity@

town.echizen.lg.jp

「
越
前
み
な
と
大
花
火
２
０
２
５
」企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す

▲「越前みなと大花火2024」での花火

　
「
公
立
丹
南
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
の
取

組
み
状
況
を
点
検
・
評
価
す
る
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

募
集
定
員　
2
人
以
内

委
員
構
成　
学
識
経
験
者
や
公
募
委
員
、
関
係

行
政
機
関
の
代
表
者
な
ど
15
人
以
内
で
構
成
す

る
組
織
で
す
。

任　
　
期　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

　
　
　
　
　
令
和
8
年
３
月
31
日
（
1
年
間
）

応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
越
前
町
、
鯖
江
市
、

越
前
市
、
南
越
前
町
お
よ
び
池
田
町
に
在
住
す

る
人
で
、
任
期
中
年
2
回
程
度
の
評
価
委
員
会

に
参
加
で
き
る
人

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
応
募
動
機
な
ど
必
要

事
項
記
入
の
上
、
公
立
病
院
運
営
に
関
す
る
意

見
な
ど
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
小
論

文
を
添
え
て
、
応
募
先
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
3
月
31
日
㈪

応
募
・
問
合
せ
先

　
公
立
丹
南
病
院
組
合　
事
務
局

　
☎
５
２-

５
５
８
５

公
立
丹
南
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
評
価
委
員
の
公
募
に
つ
い
て▲応募用紙はこちらから

ダウンロードできます

　
環
境
保
全
審
議
会
で
は
、
町
に
お
け
る
環
境
の

保
全
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
し
て
い

ま
す
。
主
な
審
議
内
容
は
、
環
境
基
本
計
画
な
ど

の
策
定
お
よ
び
変
更
に
関
す
る
こ
と
や
、
環
境
の

保
全
な
ど
に
関
す
る
重
要
事
項
な
ど
で
す
。

任　
　
期　
2
年
間
（
6
月
1
日
～
）

募
集
人
数　
4
人

応
募
資
格　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上

応
募
締
切　
3
月
31
日
㈪

※
応
募
用
紙
は
住
民
環
境
課

窓
口
で
の
交
付
の
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

▲ダウンロードはこちら▲詳細はこちら

　
町
環
境
美
化
推
進
委
員
会
は
、
ご
み
な
ど
に

よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
し
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
の
環
境
実
態
の
把

握
と
、
指
導
啓
蒙
活
動
や
監
視
活
動
を
行
う
町

公
認
の
団
体
で
す
。

活
動
内
容　
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
啓
発
看
板
の
設
置

　
　
　
　
　
環
境
美
化
活
動（
ご
み
拾
い
）な
ど

任　
　
期　
2
年
間
（
4
月
1
日
～
）

応
募
資
格　
町
内
在
住
で
活
動
に
参
加
で
き
る
人

応
募
締
切　
3
月
21
日
㈮

応
募
・
問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-

８
７
０
８

環
境
美
化
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

　

福
井
県
鉄
道
協
会
と
福
井
県
バ
ス
協
会
で

は
、
地
域
公
共
交
通
を
担
う
人
材
の
確
保
を
図

る
た
め
、
地
域
鉄
道
事
業
者
と
バ
ス
事
業
者
が

参
加
す
る
合
同
就
職
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
9
日
㈰
午
後
2
時
～
4
時

　
　
　
　
　
受
付
は
午
後
1
時
40
分
～

場　
　
所　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ	

地
下
大
会
議
室

募
集
職
種　
鉄
道
運
転
士
、
駅
員
、
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
、
バ
ス
運
転
士
、
車
両
整
備
士	

ほ
か

参
加
企
業　

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
、
福
井
鉄

道
、
福
鉄
バ
ス
、
京
福
バ
ス	

ほ
か

問
合
せ
先　
福
井
県
鉄
道
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

２
０-

０
２
９
４

　
　
　
　
　
福
井
県
バ
ス
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

３
４-

１
７
３
０

ふ
く
い
の
鉄
道
・
バ
ス
合
同
企
業
説
明
会
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町からのお知らせ えちぜん



  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866
越前町お知らせメール（町運営）
町の防災情報や緊急情報などをメールで配信しています。

令和6年度  入札結果一覧  1月15日～2月11日

入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

1月30日 令和6年度　町道乙坂線ほか消雪施設整備事業送水管布設工事（その2） 乙坂 6,820,000 ㈱丸安建設 都市整備課

1月16日 令和6年度　町道米ノ厨線道路改良工事 厨 ほか 5,709,000 ㈱四ヶ浦建設 都市整備課

1月30日 令和6年度　町道乙坂線ほか消雪施設整備事業送水管布設工事（その1） 乙坂 4,950,000 ㈲細川電工 都市整備課

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　		丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　		朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　		越前分遣所　☎37‒0119
　　　　		http：//www.fd-sabaenyu.jp/

鯖江・丹生消防組合公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

一般社団法人 越前町観光連盟 通信
DMO ECHIZEN REPORT 2025-03

地域DMOとして活動中の『一般社団法人越前町観光連盟』を紹介します！

一般社団法人 越前町観光連盟（DMO ECHIZEN）　えちぜん観光ナビ ： https://www.town-echizen.jp
TEL：0778–37–1234　Mail：contact@town-echizen.jp　〒916–0422 福井県丹生郡越前町厨71–335–1

延べ宿泊者数　（人）

目標 実績

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

111,000
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112,000
53,806

113,000
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60,000
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72,000
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93,600 63,614

102,960
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0

100
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延べ宿泊者数〈外国人〉　（人）

目標 実績

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
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40

60
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60

79.2

60

86.9

60

94.2
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リピーター率　（％）

旅行消費額　（百万円）

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

20,000
18,596

目標 実績

20,500
9,568

20,500
8,480

10,000
13,586

15,000
15,135

18,750 13,674

20,625

旅行消費額〈外国人〉　（百万円）

目標 実績

0

20

40

60

80

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

36

0 0 00 2 5 8

23 24

61 66
70

来訪者満足度　（％）

目標 実績

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
0

20

40

60

80

42 40.5 44 41.9
46 47.4

52 56 60 64

39.4 37.6
43.5

越前町観光連盟では、地域のみなさんのお声をいただきな
がらよりよい地域づくりを進めていくためにアンケート調
査を実施しています。ぜひみなさんのお声を教えてください。

みなさんのお声を
お寄せください！

回答は
こちらから

　3月は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。火災が発生したとき、迅速な119番通報や
初期消火、避難が大切です。また、いち早く火災の発生を知るために、住宅用火災警報器の作動
が重要です。住宅用火災警報器がしっかり作動するか、今一度点検してください。

　ご家庭の住宅用火災警報器が正常に作動するか、どんな
警報音が鳴るかを家族で確認しましょう。
　警報器本体のボタンを押す、またはひもを引いて警報音
や音声が鳴れば正常な状態です。

　春の火災予防運動週間に合わせて、消防職員が町内の一部地域の住宅を訪問し、防火診断・住宅
防火のチラシ配布や火災予防に関するアドバイス、火気の取扱いの注意喚起などをさせていただ
きます。ご理解・ご協力の程お願いいたします。

　住宅防火診断を行うときに、費用の請求や消火器、住宅用火災警報器などの物品を販売する
ことは一切ありません。消防職員の訪問を装った悪質な訪問販売には、十分ご注意ください。
なお、消防職員は「消防公務之証」を携行しています。

3月20日3月20日（木）（木）～26日～26日（水）（水）はは
春の火災予防運動週間です。春の火災予防運動週間です。

一般住宅防火診断の実施について

訪問期間   3月3日（月）～ 26日（水）　　 訪問時間   午前9時～午後5時

訪問場所   栃川【朝日分遣所職員】　江波【丹生分署職員】　高佐、白浜【越前分遣所職員】

あれっ？音が鳴らない…次のことを確認しましょう！
◦電池はきちんとセットされていますか？
◦住宅用火災警報器の使用期限が過ぎていませんか？
　（本体の使用期限は10年が目安です）

住宅用火災警報器の点検を行いましょう！

ボタンを
押す

ひもを
引く

ピーピーピー
火事です

　旅行消費額および宿泊者数は、コロナの落ち込みか
ら回復傾向が続いてはいるものの、回復度は鈍化し
ており、コロナ前2019年と比較すると、同水準への
回復にはいたっていません。
　宿泊者数の伸び悩みの背景には、人手不足による
稼働率の低下や収容人数の減少、宿泊施設の数の減少
などがあり、人手不足・後継者不足への対応が求めら
れます。
　外国人宿泊者数はコロナ前水準に復活しており、今

後さらに増えていくことが見込まれることから、案
内サインやコミュニケーションの強化、アクセスの改
善などの受け入れ環境の向上を進めていく必要があ
ります。2023年3月に北陸新幹線が開業したことで
来訪者の属性に変化があり、関東からの来訪者が増
加した一方、アクセス面で不便となった関西方面から
の割合が減少しています。従来の顧客である関西・中
京へのフォローを行いつつ、文化や嗜好の違う関東
圏へのマッチングを行っていきます。

0.292
0.163

0.092
0.082

0.064

0.055
0.05
0.048

0.041
0.039

0.022

美味しいものを食べる
温泉や露天風呂

ドライブ
名所・旧跡史跡など
宿でのんびり

花見や紅葉などの自然
買い物

博物館など
お祭りやイベント

まちあるき
アウトドア

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30

0.224
0.15
0.145

0.121
0.095

0.069
0.061

0.045

0.035
0.03

0.021

海鮮グルメ
海岸線の景観

温泉
越前がに

越前おろしそば
劔神社
越前焼
夕日

里山の景観
桜などの季節の花

越前水仙

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25

旅行の目的 訪れた決め手
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図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

その他
　各学校の要望に応じて、本の POP
作成、町たんけんや職場体験の受け
入れなども行っています。

本の貸出
　移動図書館やクラスにま
とめて本を貸出する団体貸
出などを行っています。

司書の派遣
　司書が学校を訪問し、図
書室整備や本の紹介、読み
聞かせなどを行っています。

学校と連携して行っている活動を紹介します
図書館では、学校での読書環境を整備するとともに、学校での学習や読書を支援
するため、さまざまな取り組みをしています。

▲移動図書館 ▲本のPOP作成
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16
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3
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ら
れ
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光
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テ
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Ｂ
Ｏ
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を
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ゼ
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。
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テ
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＆
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問
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Ｂ
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き
ま
す

生涯学習
センター
だより

こちらからもお申込みできます▶

春の寄せ植え講座

パソコン講座　～Excelの基礎を学ぼう～

健康講座　～運動不足を手軽に解消～

　花を暮らしに取り入れて、春を心地良く過ごしませんか。花の特性や手入れの仕方
などのコツを学びながら、楽しく寄せ植えをしましょう。 

日　時 	 3月15日（土）　午後1時30分～3時
会　場 　宮崎コミュニティセンター　創作工芸室
講　師 　小林　鈴子	氏（小林農園）　　 定　員 　15人
受講料 　2,000円程度（材料代として）
	 ※使用する材料によって変わります。
持ち物 　移植ごて、ゴム手袋
申込先 　生涯学習センター宮崎分館　☎32‒7712　　
締　切 　3月12日（水）

　エクセル初心者の人や学び直したい人におすすめの講座です。データ
の入力方法や表・グラフの作り方など、先生が丁寧に教えてくれます。 

日　時 	 3月24日（月）・25日（火）・26日（水）	（3日とも受講できる人）
	 午後1時30分～3時30分
会　場 　越前町生涯学習センター　パソコン室
講　師 　仲保　美智枝	氏　　 定　員 　10人
受講料 　500円（テキスト代として）
持ち物 　お持ちのパソコン（ある人）、筆記用具
その他 　パソコンを持参する人は、バージョンを
	 お知らせください。（例 :	Excel2016）
申込先 　越前町生涯学習センター　☎34‒2000　　
締　切 　3月19日（水）

　運動不足やダイエットで悩んでいる人、自宅で簡単にできるいろいろなエクササイズを
楽しく学んで、健康な体をつくりませんか。 

日　時 	 3月27日（木）　午後7時～8時
会　場 　織田コミュニティセンター	　大会議室
講　師 　漆崎　由美	氏（NPO法人生涯体育学習振興機構インストラクター）
定　員 　8人　　　 受講料 　無料
持ち物 　内ズック、タオル、飲み物
申込先 　	生涯学習センター織田分館　☎36‒7712
締　切 　3月25日（火）

▲昨年の様子

▲昨年の様子
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老いた我夜のガラスに写ってる	 林　栄美子
老い来れば仕事の鬼も穏やかに	 嵐　喜美枝川 柳

陶芸村だより 2025年

3月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

響きあう酒器展
ー 時代を彩る名曲とともに ー

RICCA KITAZAKI（北﨑） 山月窯（村田） 杏里窯（宇野）

わたわたししののいちおいちおしし展展
期　間　3 月14日（金）～ 5 月11日（日）

越前焼の現代作家が丹精を込めて
作り上げたこだわりの逸品「酒器」。
日々の暮らしの中で、『和』の響き
と共にくつろぎ溢れる時に寄り添
う器の展示販売です。15回目の開
催となる今年は、時代を代表する
ような酒にまつわる名曲と共に、
想い出に浸りながらじっくりと酒
器選びを楽しんでいただける空間
でお待ちしております。
期　間 3月23日（日）まで
場　所 越前陶芸村文化交流会館
 ロビー

作家それぞれの作風が楽しめるちいさな個展です。普段は見られな
い作品に出会えるかも ! ぜひお手に取ってご覧ください。３月、４月は
RICCA KITAZAKI（北﨑）、山月窯（村田）、杏里窯（宇野） です。

脇谷窯 西浦武 追悼展
越前の地で陶芸家として活動してきた西浦武氏。
越前の土に向き合い、自ら築いた薪窯で焼き上げ
た力強い焼締の作品や、碧砂釉（へきさゆう）、燠
埋み（おきうずみ）など、「西浦武」の50年の足跡
をご覧ください。

期　間 3 月8日（土）～30日（日）
場　所 福井県陶芸館
 越前焼セレクトショップ Clays
料　金 観覧無料

▲申込はこちら

越前で作陶している窯元が在籍
する「ふくい「陶」ネットワーク」
が、窯元をクローズアップした
展示会を開きます。在籍してい
る窯元約70人の自身を表現す
る作品とメッセージで来場者を
お迎えし、会期中の週末には会
場に窯元も滞在しており、作陶
にかける想いなど直接話を聞く
こともできます。
期　間 3月1日（土）
 　～3月16日（日）
場　所 越前陶芸村文化交流会館
 ロビー

ふくい陶ネットワーク作品展

「えちぜんの窯人たち」

イースターイベント情報
プラントピア 3/15 土

▲ 4/14 月

館内スタンプラリー館内スタンプラリー

親子で楽しむクラフト作り親子で楽しむクラフト作り
「イースターバニー」「イースターバニー」

押し花キーホルダー作り押し花キーホルダー作り

木の実やドライフラワーを使って、イースターリースを作ろう！
手作りの可愛いパーツがリースを彩ります。

時　間 午前9時～午後3時
材料費 2,200円（入園料別）
定　員 20人（先着順）
対象年齢 10歳以上
申込み 電話でお申込みください。

日　時 3月15日（土）～ 5月12日（月）
 午前9時～午後5時

うさぎやたまごの
パーツを飾り付け
て、イースター
の壁掛けを作りま
す。

プラントピアオリジナルの台紙に押し花をはっ
て、キーホルダーを作ります。好きな台紙を
選んでオリジナルのキーホルダーを作ろう。

時　間 午前9時～午後3時
材料費 550円（入園料別）
申込み 電話でお申込みください。

時　間 午前9時～午後3時
材料費 330円（入園料別）
申込み 電話でお申込みください。

開園時間　午前9時～午後5時（入園受付は午後4時まで）  入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 園 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌日）  問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

不思議の国のアリスをテーマにした、親子
で楽しめるスタンプラリーです。植物館内
に設置されたスタンプを全て集めてクイズ
に全問正解すると、お菓子がもらえるよ。

イースターリース作りイースターリース作り

西浦氏が好んだ「朝日風月堂の田舎まんじゅ
う」と西浦氏の茶碗でもてなす抹茶セット。

越前焼作家による西浦氏を偲んだトークセッションと、親交のあった
篠笛奏者 福原一笛氏による演奏会【特別友情出演】

関 

連 

企 

画

呈茶 特別メニュー
武さんの愛した味～越前セット～

イベント  西浦氏を偲んで ...

期　間 3 月8日（土）～30日（日）
場　所 越前古窯博物館  旧水野家住宅
料　金 600円

期　日 3 月20日（木・祝）
時　間 午後1時30分～
場　所 越前古窯博物館 天心堂

料　金 600円（抹茶付き）
定　員 60人
 （事前予約優先）
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大波がガラス揺さぶる冬の海	 笹下　利行
ガラス窓百態の幸ある暮らし	 渡辺　照子川 柳この指輪ガラス玉だが輝いて	 松村　典子

すんなりと出てきた今朝のお念仏	 武藤　久子川 柳

家庭ごみの正しい分け方・出し方家庭ごみの正しい分け方・出し方

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

第6回第6回 有害ごみの有害ごみの
捨て方について捨て方について

民生委員
はあなたの地区の相談役です

問合せ先　障がい生活課　☎34-8723
織田住民サービス室　☎36-7711

民生委員児童委員には守秘義務があり、相談した人の
秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

　織田地区民生委員児童委員協議会では、下校時の見守り活動のほか、各種部会や研修などさまざまな活動
を実施しています。昨年の研修では、障がい者福祉施設を訪問する研修旅行を実施しました。

研修旅行に参加して～
　民生委員児童委員の活動の一環として、毎年研修旅行を実施し
ています。今年度の研修先は、静岡県の「ねむの木学園」でした。
ねむの木学園は、女優宮城まり子さんが「障がいを持った子ども
たちに教育の場を」という願いのもと1968年に創設して以降、
56年経った今でもその教育方針・運営方針は色褪せることなく輝
き続けています。
　子どもも大人も、健康な人も障がいを持つ人もあらゆる人々が
互いに助け合いながら文化的な生活を送ることのできるコミュニ
ティがそこにはあります。お茶室でお点前をいただけたこと、こ
ども美術館で何年もかけて完成された絵画など数多く展示された
作品を見れたこと、どれもこれも感激することばかりでした。
　民生委員として、このような貴重な体験をする機会を与えられ
たことに感謝しています。（織田地区  民生委員児童委員  向涼子）

織田地区民生委員児童委員協議会

こども美術館「どんぐり」で集
合写真

ねむの木学園正面玄関で集
合写真

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ
「つるかめ教室」とは「つるかめ教室」とは
　各集落センター単位で介護予防サポーター※を
中心に実施している体操教室です。地域によって
体操の他にレクリエーションなどを行い、楽しみ
ながら体を動かしている教室です。
※介護予防サポーターとは、体操教室のボランティアです。

　「つるかめ体操」をやってみたい、自分の地区や
団体でも、 「つるかめ教室」をやってみたいと思わ
れる場合、下記までお問い合わせください。一緒
につるかめ教室で健康な身体を作りましょう！　

問合せ先
地域包括支援センター丹生　☎34–8000
地域包括支援センター　　　☎34–8729

樫津つるかめ教室をご紹介します！樫津つるかめ教室をご紹介します！
　樫津区のつるかめ教室は、参加者の減少やコロナ禍
の影響で長らく活動休止していましたが、「地区の人が
集まる場を作りたい」と願う有志が介護予防サポーター
となり、復活させてから約1年が経ちました。
　この日は、介護予防サポーターの掛け声に合わせてつ
るかめ体操をした後、輪投げゲームで大変盛り上がり、
参加者のみなさんは賞品を手にとても楽しそうでした。

〈 介護予防サポーターさんから一言 〉

　樫津区つるかめ教室は、毎月第3木曜日の午後に
活動しています。楽しく参加してもらえるように、
季節にあわせたレクリエーションなどを計画して
います。たくさんの人の参加をお待ちしています。
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こんにちは、住民環境課ごみ係です。
今回は、スプレー缶・ライター、乾電池類、蛍光灯などの「有害ごみ」の捨て方についてお知らせします。

「有害ごみ」って？
　スプレー缶・ライター、乾電池類は、強い力が加わると人体に有害な液体が漏れ出てしまうことがあり、可
燃性の液体が使われているため、発火して火災につながる恐れもあります。また、蛍光灯には水銀が使われて
おり、間違った方法で処理すると水銀が飛散する可能性があります。さらに、一部の蛍光灯には、ポリ塩化ビ
ニフェル（PCB）が使用されており、こちらも人体に有害な物質です。
　そのため、これらのごみはきちんと分別して正しく処理する必要があります。

「スプレー缶・ライター」の出し方「スプレー缶・ライター」の出し方

「蛍光灯」の出し方「蛍光灯」の出し方

「乾電池類」の出し方「乾電池類」の出し方

そのほか、体温計や血圧計で、水銀を使用している
ものも「有害ごみ」になりますので、ほかのごみと
混ざらないように袋に入れて、表に「（製品名）」を
書いて出してください。

●コイン電池・ボタン電池は、セロハンテー
プやビニールテープなどで絶縁してから
出してください。

※自動車やバイクなどのバッテリーは、専門業者に引き
取ってもらうか、ごみ処理業者に個別に依頼する必要
があります。

●中身を使い切ってから出してください。
※中身が残っているものは収集できません。

●スプレー缶に穴をあけずに出してください。
※鯖江クリーンセンターでは、スプレー缶の穴あけ専用の機械を

導入しているので、穴をあける必要はありません。

●蛍光灯が割れないように出してください。
※割れている蛍光灯は、「不燃ごみ」として出してください。また、

LED 蛍光灯、白熱球、点灯管なども「不燃ごみ」として出して
ください。

詳しくは住民環境課までご相談ください。
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鬼瓦にらみをきかし皆守る	 山内　千代
砕けないもろいガラスにならぬよう	 山谷　ゆり川 柳よたよたの母を気遣うガラス越し	 司辻　文子

コップなどガラスの器きれいです	 向当みつ子川 柳

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

こころとからだのカレンダー

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第108回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

3月は自殺対策強化月間です

「つらい気持ち」を抱えているあなたへ

最近（ここ2週間）のあなたの状態で当てはまるものにチェックをしましょう。

こころの健康度チェック

　悩みや不安を相談できる身近な相手がいなくても、あなたの思いを受け止めてくれる人が
います。ひとりで抱え込まずに、下記の相談会や電話、SNSで相談してみてください。

心をいやす相談会
⃝毎月1回　⃝1人45分　⃝無料（要予約）
※開催日はこころとからだのカレンダー（19

ページ）をご覧ください。
 予約先　健康保険課　☎34‒8710

心の健康相談
⃝毎月第1・3木曜日
　午後1時30分 ~午後4時30分
⃝1人50分
⃝精神科医師・保健師による相談
⃝無料（要予約）
 予約先　福井県丹南健康福祉センター
　　　			（鯖江庁舎）☎51‒0034

電話やSNSでの相談窓口
●こころの健康相談統一ダイヤル

　☎0570–064–556
　 相談先  福井県総合福祉相談所

●チャイルドライン

　☎0120–99–7777
 　相談先  NPO法人チャイルドライン支援センター

●その他の電話や SNS
での相談窓口はこち
らの QR コードから
ご確認ください。

いずれかに該当する場合、「心の健康」に対する注意が必要です。
一人で悩まず、専門の相談窓口に相談しましょう。

■□ ①～④で2つ以上
■□ ⑤～⑨で1つ以上

〈参考〉福井県、福井県医師会作成【心の健康度自己評価表】

■□ ⑥よく眠れないことや、眠りすぎる
ことがある。

■■□ ⑦死について何度も考えることがある。

■■□ ⑧気分がひどく落ち込んで、自殺に
ついて考えることがある。

■□ ⑨最近（ここ2週間）ひどく困ったこと
やつらいと思ったことがある。

■□ ①毎日の生活に充実感がない。

■□ ②これまで楽しんでやれていたことが、
楽しめなくなった。

■□ ③以前は楽にできていたことが、今では
おっくうに感じられる。

■□ ④自分は役に立つ人間だと思えない。

■□ ⑤ひどく疲れを感じる。

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
3 月 2 日㈰ 藤田医院 ☎34-0044
3 月 9 日㈰ 両林医院 ☎37-0005
3 月16日㈰

織田病院 ☎36-1000
3 月20日㈭・祝
3 月23日㈰ 伊部病院 ☎34-0220
3 月30日㈰ 藤田医院 ☎34-0044
※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
3 月10日㈪ 午後1時30分～ 4 時 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

♦子育てサロン
毎週水、金曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦介護おはなし会（講座・予約制）
3 月25日㈫ 午後 1 時30分～ 3 時 宮崎コミュニティセンター

♦無料法律相談会
3 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 宮崎コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後 午後2時まで 社会福祉センター
第1～4土曜日・祝日 午前 9 時30分～午後2時 社会福祉センター
※3月29日（土）はお休みです。

♥2歳児歯科健診
3 月12日㈬  午後1時30分～ 4時30分 織田コミュニティセンター

♥マタニティスクール（予約制）
3 月 7 日㈮  午後1時30分～ 3時30分 越前町生涯学習センター

♥1歳6か月児健診
3 月 5 日㈬  午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥育児教室（予約制）
3 月13日㈭  午前９時30分～正午 織田コミュニティセンター
3月19日㈬  午前９時30分～正午 織田コミュニティセンター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

子宮頸がん予防子宮頸がん予防
ワクチンキャッチアップワクチンキャッチアップ
接種期間延長接種期間延長のお知らせのお知らせ
　夏以降の大幅な需要増によるワクチン不足に伴い、公費での接種期間が令和7年3月
31日までとなっていましたが、次のとおり延長されました。

延長後の接種期間
令和 8 年 3 月 31 日 まで
※ただし、令和 4 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日の間に 1 回も接種を受けていない場合は延長

されませんので、令和 7 年 3 月 31 日までに 1 回以上接種を受けてください。

対　　象　　者 平成9年4月2日～平成21年4月1日生まれの女子

予防接種を受ける

ことができる医療機関

町内医療機関（県内の指定医療機関で受けることもできます）

県外医療機関
接種希望の人は事前に手続きが必要です。詳しくは子育て世代包括支援センター
にお問い合わせください。

接種時の持ち物 予診票、母子健康手帳

◀ヒトパピローマウイルス感染症
～子宮頸がん（子宮けいがん）
とHPV ワクチン～厚生労働省 ◀県内指定医療機関
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今
月
号
の
表
紙
は
、
3
月
と
い
う
こ
と
で
、
越

前
陶
芸
村
に
あ
る
越
前
古
窯
博
物
館	

旧
水
野
家

住
宅
で
展
示
さ
れ
て
い
た
「
ひ
な
人
形
」
の
写
真
。

　
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
幸
せ
を
願
い
飾
ら

れ
る
ひ
な
人
形
。
日
本
の
古
く
か
ら
の
風
習
で
、
少

し
前
ま
で
は
各
家
庭
で
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
自
分
も
含
め
、
ひ
な
人

形
を
飾
る
家
も
少
な
く
な
り
、
特
に
段
飾
り
の
ひ
な

人
形
を
目
に
す
る
機
会
は
珍
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
今
回
段
飾
り
な
ど
約
５
０
０

体
の
ひ
な
人
形
を
目
の
前
に
し
、
改
め
て
古
き
良

き
日
本
の
風
習
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
機
会
に
小
さ
い
頃
の
「
ひ
な

祭
り
」
に
関
す
る
記
憶
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た

が
、唯
一
出
て
き
た
も
の
は「
姉
に
教
え
て
も
ら
っ

た
不
謹
慎
な
ひ
な
祭
り
の
替
え
歌
を
嬉
し
そ
う

に
歌
っ
て
い
る
自
分
」
で
し
た
…
。
あ
と
、
給
食

の
「
ひ
な
あ
ら
れ
」
は
意
外
と
美
味
し
か
っ
た
で

す
ね
…
。

　
男
子
は
み
ん
な
そ
ん
な
も
ん
で
す
よ
ね
…
？

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
2
月
15
日
現
在
）

（
2
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中 

橋
谷　

眞
一
さ
ん
（
71
歳
）

内　

郡 

國

サ
チ
子
さ
ん
（
85
歳
）

内　

郡 

飛
田
ふ
さ
ゑ
さ
ん
（
91
歳
）

佐
々
生 

松
田　
　

學
さ
ん
（
82
歳
）

気
比
庄 

青
山　

弘
子
さ
ん
（
90
歳
）

田　

中 

塩
屋　

光
枝
さ
ん
（
92
歳
）

田　

中 

光
明　

正
信
さ
ん
（
95
歳
）

栃　

川 

松
田
す
ゑ
子
さ
ん
（
101
歳
）

宝
泉
寺 

城
戸　
　

洋
さ
ん
（
80
歳
）

宝
泉
寺 

城
戸　

芳
雄
さ
ん
（
100
歳
）

小
曽
原 

勝
山　

和
子
さ
ん
（
97
歳
）

小
曽
原 

木
原　
　

清
さ
ん
（
86
歳
）

樫　

津 

上
坂　

伸
一
さ
ん
（
76
歳
）

舟　

場 

清
水　

則
子
さ
ん
（
86
歳
）

八　

田 

齋
藤
ミ
チ
コ
さ
ん
（
93
歳
）

八　

田 

髙
原　

實
幸
さ
ん
（
88
歳
）

小　

樟 

野　

ま
さ
こ
さ
ん
（
97
歳
）

高　

佐 

橋
本　

和
治
さ
ん
（
73
歳
）

米　

ノ 

佐
々
木
恒
子
さ
ん
（
93
歳
）

三　

崎 

佐
々
木
フ
ジ
子
さ
ん
（
91
歳
）

岩　

倉 

橘　
　

秀
世
さ
ん
（
92
歳
）

　

3
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
卒
業
式
、

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
？

　
こ
れ
ま
た
私
は
大
し
た
思
い
出
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
高
校
で
は
3
年
間
同
じ
先
生
が
担
任
で
、

そ
の
先
生
と
は
卒
業
し
て
20
年
近
く
経
っ
た
今

で
も
交
流
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
思
う
と
、
割
と

良
い
高
校
生
活
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

3月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	越前町長・町議会議員選挙	開票速報（生中継）
開票所＆選挙事務所から生中継で開票状況をお伝えす
るとともに、スタジオに迎えたゲストと共にこれから
の町政について考えます。　（3月2日　21:30～）

■	あくてぃぶ！きらめく仲間たち
公民館講座などを楽しむみなさんを紹介。

「軽音楽 フォーク DE パスタ」　（3月15日～）
■	Jr.+（ジュニアプラス）

「四ヶ浦小・城崎小交流事業 越前小学校新校歌練習会」
（3月8日～）

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「ワンコインで身近な安心を　みんなで入ろう
 交通災害共済」（3月1日～）

「第13回越前陶芸村しだれ桜まつり」
（3月15日～）
「令和7年度当初予算および重点施策について」
（3月29日～）

西
田
中 

谷た
に
ぐ
ち口　

心こ
こ
な梛

（
紘
基
、
女
）

気
比
庄 

渡わ
た
な
べ邉　

万ま

ゆ結
（
文
平
、
女
）

天　

王 

竹た
け
し
た下　

明あ
か
り凛

（
明
日
香
、
女
）

樫　

津 

川か
わ
さ
き崎　

紅く
れ
は晴

（
大
輝
、
女
）

寺　

家 

黒く
ろ
さ
き﨑
己き

さ

き
咲
喜
（
優
介
、
男
）

人口と世帯
（2月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,727	人

　男	 9,628	人
　女	 10,099	人
世帯数	 7,270	戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から42人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 園開放なし 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 園開放なし 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 3月5日（水） 34-0081
認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 園開放なし 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 園開放なし 32-2067

小 曽 原 保 育 所 ★ 園開放なし 32-2039

陶 の 谷 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 32-3014
認 定 こ ど も 園 ★西 徳 寺 保 育 園 　 3月6日（木）、13日（木） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日随時開放 37-0305

織 田 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 ★ 平日午前中随時開放 36-0396
認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話にて事前にご連絡ください。

Ｅ
子	

　

こ
ん
に
ち
は
！
前
回
の
終
わ
り
に
質
問
し
ま

し
た
が
、ど
う
い
う
人
が
小
粕
窯
で
湖
東
式
瓦
を

焼
く
よ
う
に
命
じ
て
い
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ	

　
こ
ん
に
ち
は
。湖
東
式
瓦
が
集
中
す
る
近
江
愛

知
郡
は
、渡
来
人
の
依え

知ち
の

秦は
た

氏う
じ

が
居
住
し
た
地
域

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

　
依
知
秦
氏
と
は
ど
の
よ
う
な
氏
族
で
す
か
？

学
Ｈ	

　

依
知
秦
氏
は
、
古
代
の
渡
来
系
氏
族
で
す
。

大お
お
く
に
ご
う

国
郷（
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
・
東
近
江
市
）

を
本
拠
地
と
し
、
八や

木ぎ

郷ご
う（
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘

町
）な
ど
に
も
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。

Ｅ
子	

　
か
な
り
繁
栄
し
た
氏
族
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｈ	

　
そ
の
通
り
で
す
。
さ
て
話
を
戻
し
ま
す
。
越
前

は
、日
本
海
を
横
断
す
る
対
馬
海
流
に
よ
り
、五
・

六
世
紀
の
陶
質
土
器
な
ど
の
渡
来
系
文
物
や
、新

羅
関
係
の
神
社
、百
済
王
女
の
自じ

在ざ
い

女め

が
流
れ
着

い
た
伝
説
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、大
陸
・
半
島

と
の
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
で
し
た
。湖
東
式
瓦

と
渡
来
系
氏
族
と
の
関
連
の
深
さ
を
念
頭
に
置

く
と
、小
粕
窯
跡
で
生
産
さ
れ
た
瓦
を
葺
い
た
寺

院
の
造
営
者
は
、秦は

た
う
じ氏
な
ど
の
渡
来
系
氏
族
と
つ

な
が
り
が
深
い
集
団
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

	

　

ま
た
湖
東
と
丹
生
の
関
係
と
し
て
、『
日
本
書

紀
』に
皇
極
天
皇
元
年（
六
四
二
）九
月
、天
皇
は

百
済
大
寺
起
工
の
詔
勅
を
発
し
、「
近
江
と
越
の

丁（
朝
廷
の
土
木
工
事
に
使
役
さ
れ
た
人
々
）」の

動
員
を
命
じ
た
こ
と
や
、越
よ
り
数
千
人
が
宮
廷

造
営
に
動
員
さ
れ
る
と
い
っ
た
記
事
が
み
ら
れ

ま
す
。こ
の
と
き
越
と
近
江
の
技
術
者
同
士
が
交

流
を
も
ち
、本
地
域
の
寺
院
造
営
に
湖
東
の
影
響

が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
ま
す
。他
に
も
天
智
天
皇

二
年（
六
六
三
）
八
月
の
白
村
江
の
戦
で
日
本
が

唐
・
新
羅
連
合
軍
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
後
、続
々

と
日
本
へ
亡
命
し
て
き
た
百
済
人
氏
族
が
居
住

し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

	

　
考
古
学
研
究
者
の
久
保
智
康
氏
は
、瓦
陶
兼
業

窯
の
造
瓦
工
人
組
織
は
従
来
の
須
恵
器
工
人
組

織
を
安
易
に
動
員
し
た
の
で
は
な
く
、政
治
的
な

意
図
の
も
と
技
術
者
を
中
央
か
ら
移
入
し
た
も

の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
小

粕
窯
跡
の
運
営
者
は
、工
人
を
介
し
て
湖
東
地
域

の
有
力
渡
来
人
か
ら
造
瓦
技
術
の
提
供
を
受
け

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

　

小
粕
窯
跡
の
瓦
が
有
力
渡
来
人
と
の
関
係
を

示
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

学
Ｈ	

　

次
回
は
別
の
窯
に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
い
き

ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

織
田
町
教
育
委
員
会『
小
粕
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
九
九
四
年

越
前
町
教
育
委
員
会『
越
前
町
織
田
史（
古
代・中
世
編
）』

二
〇
〇
六
年

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
134
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小
粕
窯
跡
⑧ 

―

学芸員 H

E 子
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▲H4年度　体育大会

常
磐
小
学
校
・
四
ヶ
浦
小
学
校
・
城
崎
小
学
校
　
閉
校

地
域
に
育
ま
れ
た 

小
学
校
に
幕 

あ
り
が
と
う

四ヶ浦小学校 楽しい思い出をたくさんありがとう常磐小学校 ありがとう いつまでも忘れない

城崎小学校 越前小学校として 再スタート

　

１
８
７
３
年（
明
治
6
年
）
に

創
立
し
た
四
ヶ
浦
小
学
校
は
、
こ

れ
ま
で
１
５
０
年
余
り
の
歴
史
の

中
で
、総
勢
９
，７
３
４
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
児
童
玄
関
に
は
大
き
な
水
槽
が

あ
り
、魚
が
少
な
く
な
っ
た
り
、地

元
の
漁
師
さ
ん
の
網
に
珍
し
い
魚

が
掛
か
っ
た
り
す
る
と
、
率
先
し

て
魚
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
愛
さ
れ
、
見
守
ら
れ
な
が
ら

学
校
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
急
な
坂

道
を
毎
日
歩
い
て
登
下
校
し
、日
々

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

	

１
８
７
４
年（
明
治
7
年
）に
創

立
し
た
常
磐
小
学
校
は
、
こ
れ
ま

で
１
５
０
年
余
り
の
歴
史
の
中
で
、

総
勢
１
，２
２
４
名
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
ま
し
た
。

　

人
数
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
分
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
校
生
活
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。　

　
ま
た
、毎
年
、地
域
一
体
と
な
っ

て
体
育
大
会
を
行
っ
た
り
、
福
寿

会
の
み
な
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
も
ち
米
づ
く
り
や
も
ち

つ
き
大
会
を
す
る
な
ど
、
地
域
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
の
び
の
び
と

成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
４
年(

平
成
6
年)

に

城
崎
北
・
南
小
学
校
が
統
合
し
、

城
崎
小
学
校
が
誕
生
し
て
以
降
、

31
年
の
歴
史
の
中
で
総
勢
６
９
３

人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
開
校
当
時
か
ら
地
区
の
特
性
を

生
か
し
、
長
須
浜
海
水
浴
場
や
茂

原
海
水
浴
場
で
、
磯
遊
び
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
姉
妹
校
で
あ
る
滋
賀
県

の
秦
荘
西
小
学
校
と
は
、
互
い
に

行
き
来
し
て
交
流
会
を
行
い
、
友

好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
4
月
か
ら
は
、
越
前
小
学
校
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

▲S56年度　組体操

▲H16年度　磯遊び

畑  絃太（6年）為国  莉々子（6年）

矢部  来幸（6年）

▲H8年度　マラソン大会▲R2年度　稲刈り

▲H22年度　和太鼓オーケストラ

▲H3年度　水泳大会▲H28年度　体育大会

▲H18年度　海楽園訪問

▲R6年度
 体育大会でのバルーンリリース

▲R6年度 体育大会での記念撮影

▲R6年度 運動会

　四ヶ浦小学校での一番の思い出は、昨年 5 月の体育大会です。四ヶ浦小学校最後の体育大会
だったので、全競技に全力で取組み、楽しむことができました。最後のバルーンリリースには家
族や地域の人も参加し、300個の風船が青空に吸い込まれていく様子は、今でも目に焼き付いて
います。
　学校がなくなってしまうのは悲しいですが、後輩たちには越前小学校になっても、城崎小学校
の人たちとも仲良く頑張ってほしいと思います。そして、新しい歴史を作ってくれることを期待
しています。

　常磐小学校での思い出は、数え切れないほどありますが、中でも、金沢研修とフラッグ作りが心に残っています。
金沢研修では、観光物産館で和菓子作りをしたり、金沢城で昔の戦い方について学ぶなど、貴重な体験ができまし
た。また、フラッグ作りでは、家族や地域の人と一緒に心のこもった最高のフラッグを仕上げることができ、みん
なで大喜びしました。
　常磐小学校は、学年関係なくみんな仲が良く、先生や地域の人にも支えられながら過ごした６年間は私にとって
宝物で、閉校になるのは寂しいですが、「今までありがとう」「楽しかったよ」といった感謝の気持ちでいっぱいです。
　後輩たちには、朝日小学校のみんなと一緒に、仲良く楽しい学校生活を送ってほしいです。

　この一年間の行事は、すべてが城崎小学校にとって最後の行事となるので、一つ一つが
大切な思い出になりました。その中でも一番の思い出は運動会です。運動会を
成功させるためにどう盛り上げていったらいいのか、とても悩みました。
プレッシャーもありましたが、クラスのみんなや先生が支えてくれた
おかげで、一致団結した最高の運動会になりました。
　越前小学校になっても、みんな笑顔で自分らしく輝く子どもたちの
学校であってほしいと思います。

閉校式を行います
保護者・卒業生・地域のみなさん、ぜひご参加ください

※お越しの際は、スリッパなど内履きをお持ちください。

日  時   3月22日（土）
　　　午後 2 時～
場  所   城崎小学校
　　　体育館
閉校イベント（午後3時～）

◦思い出スライドショー
　の上映
◦児童の発表
◦キッチンカー　など

城崎小学校
日  時   3月23日（日）
　　　午前10時～
場  所   常磐小学校
　　　体育館

閉校イベント（午前11時～）

◦思い出スライドショー
　の上映
◦児童の発表
◦思い出のアルバム展示　など

常磐小学校
日  時   3月22日（土）　
　　　午前10時～
場  所   四ヶ浦小学校
　　　体育館
閉校イベント（午前11時～）

◦思い出スライドショー
　の上映
◦児童の発表
◦キッチンカー　など

四ヶ浦小学校

Thank you
Elementary School▲詳しくはこちら

Special
feature

特  集

問合せ先　教育政策推進室　☎34-8705
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町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

広報えちぜんは環境
に優しい植物油イン
キを使用しています。

本文には見やすく読み
まちがえにくいユニ
バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

みんなの声を参考に、
色々な企画を準備して待ってます

地域おこし協力隊 吉田隊員の

地域    オリーブ! act.15

問合せ先　☎090-9298-2231　MAIL　yoshifumijob@gmail.com

● 宮崎子育て支援センター ●
No.06輝け！

身体も心もリラックス♫♪
親子で体験、癒しの時間です！

話すことが一番の
リフレッシュかも！！

リフレッシュタイム
（イトオテルミー・バランスボール)

トークタイム

はらぺこあおむしと一緒に、
秋の食べ物みーつけた♪

制作タイム

スキンシップ
タイム

あなたのママになって1年
ママも1歳おめでとう★

親子でダンス
初体験♪

誕生月にお祝いしてます♡
新企画

オリーブも獣害を受けてます
　前回は剪定枝でつくったオリーブリースの紹介でしたがいかがでし
たか？これから剪定時期なので興味がある人はぜひ教えてください。

　さて、オリーブも例に漏れず、葉を食
べられ、枝を折られ、幹の皮を剥かれる
など、鹿による被害に遭っています。昨
年は、植えはじめだったので手加減して
くれたみたいですが、生育が良いところ
から被害に遭っており、今年は獣害対策
を強化していく必要がありそうです。
　鹿との付き合い方も今後の課題です。

筆文字アートを楽しもう！
★クッキング★お豆

腐白玉作り
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